
お祈りしたことある？ 

どんなことを祈ったかな？ 
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 最近の無差別に人を巻き込んだ放火事件や、患者の家族に殺害された医師の事件を

見るにつけ、自分が人生に失望したことを他人や社会の責任として、人を巻き添えにし

て自分の命を絶つというのはどういう心理なのかと考えました。そして、「境界線」と

いう言葉を思い出しました。 

 1992 年にアメリカのクリスチャン心理学者ヘンリー・クラウド、ジョン・タウンゼン

ト両博士によって書かれた本『境界線（バウンダリーズ）』は世界中で今もロングセラ

ーを続けています。以前この本を読み、日本語訳をした中村佐知先生による「境界線」

についてのオンライン講座も受けたことがあります。 

 簡単にいうと、土地に境界線があるように自分と他者の間にもはっきりとした区別

があるということです。自分に関するすべてのものが境界線の内側にあります。それ

は、自分の体であったり、自分の嗜好であったり、感情、選択など、他の誰からもコン

トロールされない自分が自由にしていい領域であるとともに、その責任は全て自分が

負う、というものです。この境界線が曖昧になると、生きづらくなります。 

 神さまは、御自分と人間をはっきりと区別されました。そして、御自分の境界線を聖

書の中にはっきりと示されています。「十戒」も御自分がどんなお方なのかを、民に示

すためのものです。自分と他者の区別がなければ、他者を正しく愛することはできませ

ん。神さまは、愛の関係を築くために私たちに自由と責任を与えてくださったのです。 

 生まれて初めて経験するのは両親の愛です。家族は境界線が曖昧になりがちです。親

子であっても互いの境界線を尊重して正しい愛の関係をもたなければいけません。そ

れができないと成長期の中で他者との境界線を保つことが難しくなってしまうのだと

思います。自分の境界線を知り、その内側にあるものをしっかりとケアし、神が与えた

賜物を十分に生かすことで充実した生き方ができます。 

 アダムとイブの堕罪依頼、私たちは自分で善悪の判断をしなければならなくなりま

した。正しく人を愛することのできない私たちを神は愛してくださり、内側から聖霊が

働いて導いてくださいます。まずは神との愛の関係が持てることを祈ります。 

  「主なる神はアダムを呼ばれた。『どこにいるのか。』」創世記 3：9 

                              （秋田郁美） 

月報「ぶどうの木」 
         2022 年 2 月号 

日本フリーメソジスト教団 

町田福音キリスト教会 

1月 22日プレイズキッズクラブ 

子どもたちとお母さんがお話に 

耳をかたむけていました 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                              

2月役員会決定事項 

・1月度の経常会計・基金会計・建造物会計が承認された。 

・献堂から 10年経過したので、教会の外壁と屋根のメンテナンスを行う。費用は 200万円を目安とし、

来年度予算案で提示する。数社に見積を依頼する。 

・十字架の増設については、設置の目的と建物全体のデザインなどを考慮して、皆さんの意見を聞い

た上で決定することにする。 

・教会総会の議案を確認した。 

・2月 13日の礼拝は明石上ノ丸教会との合同礼拝とし、町田の Zoomに明石上ノ丸教会が入ってそれ

を見ることにする。馬場先生と、協力牧師の脇英親先生にこの 1年の感謝を込めて 1万円ずつ謝礼

を送ることとする。 

 

 

               

 

 


